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■特集ムササビ

滋賀県の社寺林におけるムササどの分布
Distribution of FbtauTjstaleucogeDJTin Shiga Prefecture，CentralJapan

千々岩哲
血行乃トα法力木棺

はじめに

ムササビ仲と∂〟rJ5ねJe〟C御J竹は樹間を滑空

して生活する哺乳類であり、その生息には巣穴を

もつ大径木の存在、年間を通じた食物供給可能な

森林構成、まとまった樹林面積の必要性が指摘さ

れている（岡崎2001）。本種は滑空への適応から

四足歩行能力が劣り（安藤1991）、森林環境に強

い選択性を示すため（園田・田村2003）、森林伐

採による環境変化が直接に生息地の減少や分布

変化をもたらす。

宗教上、古くから大切にされてきた社寺林では、
ムササどの生息が確認されることが多い（安藤・

白石1983；青木ほか2006；小野1995）。これは、

伐採されずに守られてきた大撞木のスギやケヤ
キ、シイ・カシ類などからなる成熟した森林環境

が、営巣や採食などのムササどの生息条件を満た

すためと推察される。
ムササビは北海道を除く本州・四国・九州に広

く分布する普通種で（日本哺乳類学会1997）、目

視や、糞・食痕などの生活痕跡、独特の鳴き声な
どで、生息の有無が比較的確認し易い種と言える。

しかしながら、都府県単位での分布調査は、東京

都（岡崎ほか1996）、神奈川県（園田・田村2003；

青木ほか2006）、埼玉県（斉藤・新井1993，鈴木・

小林1985）と数少ない。滋賀県内の分布状況に

ついては、平成5年～10年に環境庁が行った「種

の多様性調査」をきっかけに、滋賀県が県内の生

息情報を募集し「滋賀県生きもの総合調査」の結

果として県のホームページで公開している（滋賀

県2008a）。

2006年現在、滋賀県全体の森林率は50％で、そ

のうち天然林は58％を占める（滋賀県2008b）。し

かしながら、県内の人口は増加傾向にあり、平

野・丘陵地の宅地・市街化開発の進行と山間地に

おける4つのダム計画を考えると、森林の減少と

孤立・分断化が心配されるnムササビは滋賀県の

希少種に指定され、樹洞ができる自然林・社寺林

等の減少と孤立化による生息の危機が懸念され
ている（滋賀県2006）。このように森林の消失が

進行中である現時点での県全域の分布を把握す

る必要性があると判断し、生息の確認が比較的容

易な社寺林を対象に分布調査を行った。

調査地域の概要

滋賀県は近江盆地とそれを取り幽む標高
1000m級の山地からなり、中央に位置する琵琶湖

に多くの河川が流入する。近江盆地は南北50km、

東西30kmの広さを成し、東部地域には河川によ
って形成された沖積平野が広がる（池田ほか

1991）。県北部は冷温帯に属し、高標高地ではブ

ナ・ミズナラ林が広がる。県東部の愛知川流域に

おいては谷が深く、三重県との境界に当たる鈴鹿

山脈の分水嶺は冷温帯と暖温帯の中間温帯に位

置する。また、山地から平野への移行帯には古書巨

琶湖層群による粘土層を主体とした丘陵地が広

がる。県南部は古くから商業が発展したこともあ

ってマツの根が灯火として用いられ、この採取が

原因で禿山化したと考えられている（浜端＝991）。

花崗岩質であることから土地は痩せており、現在

はアカマツを中心とした森林が広がっている。県

西部には、琵琶湖西岸断層帯があり、琵琶湖の沈

降と平山系をはじめとした山々の隆起が進んで

おり、琵琶湖に山林が迫った様相を呈している。

その急峻な地形もあって落葉広葉樹林が比較的

多く残っている。

調査方法

社寺林内で、糞・爪痕・巣材・巣穴などの生活

痕跡の有無を、2006年6月～2008年7月の約2

年間をかけて調べた。調査対象とした社寺は299

ヶ所で、平野部、山間部を問わず調査を行い、旧

市町村単位でとりまとめた。調査地の選定におい
ては、社寺の地域的な偏りを避けるために、対象

社寺間の距離を500m以上とした。500m以内に複

数の社寺があった場合は、自然環境がより保たれ
ていると考えられる大径木が含まれる、または高

木密度が高い社寺を選んだ。調査を行った社寺で

は、生活痕跡の種類を記録する以外に、聞き取り

による地域住民からの情報収集も行なった。本調

査により、生息すると判断した社寺は、糞と目視、

及び聞き取りによる確実な情報のみに基づいた。
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地形面の分布傾向を把握するために、調査対象
の社寺が位置する環境を「山地」、「丘陵地」、「低

山」、「平野」の4つに分類した。山地は山塊並び

にその裾野にあたる地域で、尾根と谷の標高差が

100m以上の場所とした。丘陵地は、尾根と谷の

標高差が数十m程度で、浅い谷と小高い丘が入り

組んだ谷戸を成す地形を指し、低山は沖積平野に

飛び石状に存在する孤立した山林とした。平野は
丘陵地や低山以外の尾根が存在しない平坦な場

所とした。現地調査の際に、それぞれの地形区分

を判断した。地形面の分布傾向の比較については、

生息情報が得られた場所と、そうでない場所の2
つに分類した。

各旧市町村の森林率と生息確認率の関係を比

較するために、小面積で調査例数が少ない旧市町
については、近隣の旧市町と統合し、例数が6

以上となるようにした。全対象データ数は、社寺

を対象とした299例に山林で糞を確認した3例と

聞き取り情報による5例を加えた307例とした。

ここ数年で市町村合併が進み、最新の統計書では

旧市町村別の森林率データ値が記載されていな
いことから、旧市町村の統計値が示されているも

のとしては最新の2003年の資料（滋賀県2005）

を用いた。統計書の森林率データについては、人

工林と竹林、そして天然林（上記の2つの森林を

除いた森林）の3つに区分されていることから、

人工林と天然林の値を用いた。生きもの総合調査

で得られた情報は、調査年代が異なることから、

これらの解析対象に含

めなかった。

結果と考察
1．県全域の分布状況

社寺を対象とした調

査で得られた分布情報
（付表1）と山林内での

糞確認による3例、そし

て、聞き取りから得られ

た生息情報5例に、生き

もの総合調査による非

重複情報と考えられる
12例を加えて図1に示

した（n＝319）。糞や目

視といった確実な生息

情報が得られず、幹を登

るときにできるスギ樹

皮の毛羽立ち（以下、爪

痕）などの生息を伺わせ

る情報についてもマー

クを違えて記載した。

本調査により得られ

た生息情報は307　ヶ所

中51ヶ所（16．6％）であ

った。県全域の分布傾向

として、岐阜県・福井県

に接する北部地域の山

地と三重県に按する東

部地域の山地に生息情

報が集中し、西浅井町、
余呉町、浅井町、多賀町、

永源寺町で生息確認率
が高かった（図1、付表

1、付表2）。一方、琵琶図1．滋賀県におけるムササビ生息情報
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湖周辺と南部地域に生息情報が少なく、市街地や

農地が占める平野では確認されなかった。丘陵地
が広がる東部・南部地域の日野町西部、蒲生町、

水口町、甲賀町、甲南町においても生息は確認さ

れず、生息を伺わせる社林が1ヶ所認められただ

けだった（図1、付表1）。

また、東部地域の平野に低山を有する彦根市、

能登川町、安土町、五個荘町、近江八幡市、八日

市市、竜王町、野洲町、甲西町などでも生息情報

は得られなかった。西部地域では分布情報は限ら

れるものの琵琶湖西岸断層常により琵琶湖岸ま

で山林が迫る箇所があり、この地形要因を反映し

て琵琶湖岸に比較的近い場所でも生息情報が得

られた。その一方で、山林が多くを占める朽木村

や高島町での生息情報が乏しかったことは、人の

森林利用様式や人工林率などが本種の生息に影

響している可能性がある。
このように地域的な生息情報の偏りが明らか

に見られ、その大きな要因には、農地利用や宅

地・市街地化などの人間活動の影響が及び易い地

形・地勢が大きく関係していると推察される。実

際、地形と生息確認率の関係を見ると、この分布

傾向を反映して山地での確認は622％である一

方で、丘陵地、低山、平野では確認されなかった

（図2）。鈴木・小林（1985）による埼玉県の例、

岡崎ほか（1996）による東京都の例、そして青木

ら（2006）による神奈川県の例でも、生息の中心

は山塊が広がる地域であり、3都県それぞれで丘

陵地や平野における孤立個体群の存在が確認さ

れ、開発に伴う分布の後退が指摘されている。

本調査では綿密な調査ができていないが、丘陵

地と低山、平野において生息情報が得られなった

要因として、①年間を通した食物の確保が必要な
こと、②メスはナワバリを持つ（川道1984b）た

め巣穴や食物などの資源が狭い面積に収まって
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山地　　　　丘陵地　　　　平野

地形

図2．地形別の生息確認状況

低山

いる必要があること、③1個体で複数の巣（樹洞

等）を必要とすること（安藤ほか1983）、④滑空

移動のために高木を必要とすること（安藤・今泉
1982）などの生息に必須な要素の欠如が考えられ

る。

2．生息と森林率の関係

付表2から、分布情報が集中している東部地域

と北部地域は高い森林率を有する旧市町村が多

く、北部地域の余呉町、木之本町、高月町、浅井

町などでは天然林の森林率が比較的高いことが

分かる。ムササどの確認率が50％を超えるのは、

西浅井町、余呉町、浅井町、多賀町、永源寺町で、
いずれも森林率が70％以上に達する地域であっ

た。これに対して南部地域は、古都の建設や灯火

利用のために木材が搬出された歴史を持つ地域
が広く含まれ、森林伐採により土地が痩せたため

アカマツ林を主体とした林である。そのため、大

径木が存在する場所は社寺林を除いてほとんど

存在しない。また、大津市内で生息が確認されて
いる場所には、歴史ある社寺林が複数含まれる。

大津市と信楽町の森林率は高いものの、生息確認

率がそれぞれ1蟻と　0％と極めて低かった理由と

して、森林の構成種や構造などが大きく関係して
いると考えられる。

旧市町村別のムササどの生息と森林率との関

係を図3、ムササどの生息と天然林率との関係を

図4に示した。回帰分析により森林率が高い旧市

町村でムササどの生息確認率が高いことが示さ

れた（図3、3次多項式回帰分析、決定係数R2＝

0．52）。また、人工林率と生息確認率との関係（3

次多項式回帰分析、決定係数R2＝0．2039）と、

天然林率と生息確認率との関係（図4、3次多項

式回帰分析、決定係数R2＝0．5016）を比較する

と、天然林率に対してより強い正の相関が認めら

れた。滋賀県における人工林のほぼ全てがスギt
ヒノキの植栽地であることを踏まえると、天然林

の広葉樹林の面積が生息に大きく関係している

ようである。

以上の結果から、森林の減少は本種の生息に大

きく影響することが示唆され、更に人工林の拡大

が生息の障害となっている可能性が伺われた。

ムササビは、ニレ顎、シイ・カシ類などの広葉

樹林や、マツ・スギなどの針葉樹を採食するが（船

越・白石1985；川道1984a；中野ほか2004）、中

野ほか（2004）は、飼育下による給餌実験で、広

葉樹への嗜好性が高いことを明らかにしている。

このことから、スギ・ヒノキが主体となる人工林

の増加は、採食に対する負の要因が拡大している

リスとムササピ　　No21　　Decemb訂　2008

劇
直



80

60

号た

鳳
雛　40
建
咽
せ

20

0

y＝0．0002Ⅹ3－0．0196㌔＋0523Ⅹ－13026

R三二052

0　　　　　　　20　　　　　　　40　　　　　　　60　　　　　　　80

旧市町利の森林率（％）

図3．旧市町村の森林率と生息確認率の関係

80　「

（2002）では、絶滅危惧種に指定さ

れ、その分布情報は、福井県境付

近の芦生演習林、青葉山の2地域
が、滋賀県境付近では比叡山が記

されており、情報が限られている。

実態は把握できていないと捉え

るべきであろう。三重県では、伊

賀市環境保全市民会議（2006）に

よって絶滅危惧IB類に指定さ

れ、伊賀市内の西山、我山、阿呆
100　　の3地区と赤目渓谷に生息が確
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旧市町村の天然林率（％）

図4．旧市町村の天然林率と生息確認率の関係

と考えられる。一方で、本種の生息が多くの社寺

林に認められることは、樹洞を複数有することが

営巣地として大きな役割を果たし、個体群の存続

にとって重要な意味を持つためと考えられる。園

田・田村（2003）は、神奈川県の分布情報から広

葉樹林よりも針葉樹林に選好性を示すことを報

告し、開発等による影響で植生利用が変化してい

る可能性を述べている。人間活動による土地改

変・森林利用の結果によっては、社寺林へ追い込

まれ、分断・孤立による小集団化が起こる恐れが

高い。小集団化は絶滅速度を速める（宮下・藤田
1996）ことから、滋賀県においても地域的な個体

群の絶滅が懸念される。
このようなリスクを回避するためには、丘陵地

や低山における生息地の保全と回復、ホットスポ

ットである山塊の保全、そして、施策を講じる上

での近隣府県の協調が重要となる。近隣府県の状

況については、福井県を除いて、全県を対象とし

た分布情報の収集はなされていない。福井県

（2008）によると、滋賀県境に接する嶺南地方に

おけるムササどの分布情報は小浜市の1例に留

まっており、空自地帯となっている。京都府

認されており、いずれも孤立状態

にあると考えられている。本種は、

福井県、岐阜県、三重県のレッド

リストに掲載されておらず、これ

ら3県では普通種に位置づけら

れている。このことから、福井県、

岐阜県、三重県の県境と接する滋

賀県側は、比較的良好な生息状況

にあるのかも知れない。

実際、滋賀県南部を除く、北部
と東部においては、生息確認率が

比較的高い、または非常に高い結

果であった。それでもこれらの山

地帯ではダム計画や砕石による

山林の減少が進んでおり、生息状

況が把握されていないことは、本

種を希少種へと追いやる可能性がある。既に記し

たようにムササビは森林に依存する種であり、広

葉樹に選好性を持つ上、樹洞を有する老齢木を必

要とする代表的な動物である。このことから森林

生態系の多様性や生息地のネットワーク状況を

評価する指標種として捉えることができる。故に

本種の生息状況の調査を広域的に行い、生息に配

慮することの意義は大きい。

本調査は、滋賀県における分布傾向の概要を把

握するに留まっている。生活痕跡に頼る調査方法

は、鎮守の森に覆われた社寺境内では確認が容易

であるが、広葉樹を主体とする天然林・二次林で

は、樹皮に爪痕が残り難い上、落葉により食痕や

糞が隠されることから生息情報が得難い。このた
め今回の結果は、特に丘陵地・低山の生息状況を

十分把握できておらず過小評価した可能性があ
る。孤立個体群の存在を把握するためにも、丘陵

地・低山における夜間観察や鳴き声の聞き取りを

中心とした詳細な調査の実施が必要である。

封辞

本調査は、滋賀県におけるアライグマの生息状
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況調査と併用して実施した。そのきっかけを与え

て下さった川道美枝子博士（関西野生生物研究

所）、そして執筆にあたりご指導・ご助言を下さ
った川道武男博士（関西野生生物研究所）にこの

場を借りて感謝申し上げます。
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付表1．調査地と分布

1志賀町和頑中　天皇神社

2志賀町栗原．水分神社
3志賀町t蓬莱）南船路　八所神社
4志賀町木戸　樹下神社
5志賀町南小松　八幡神引
6志賀町北小松　樹下神社

7志賀町北比良　天満宮
8朽木村村升（丙村井）八幡神社
9朽木村野尻　山神神社

10朽木打能家　山科神社

11朽木村中牧　日吉（大官）神社
12朽木村栃生日野　八皇寺神社

13朽木村地子原谷所　日吉神村
14朽木村桑原　斬子神封
15朽木村雲桐谷卜村　日吉神社

16朽木付荒川　伊吹神社
17窮木村麻生上野　口舌神社
18高島町鵜川　白瀕神社

19　高島町音羽　大炊神社
20　高島町勝野　日吉神社

21高島町黒谷　松尾神社
22　高島町高島富坂　王津島神社
23高島田」拝戸　水尾神社

24　高島町畑　八幡神不1

25　高島町武曽横山　構山上若宮神社
26安曇川町川島　阿志郡爾神社

27安曇川町北船木　若宮神利
28安泰川町五番領　天満宮

29安曇川町凶津川　貴血弥神社
30安曇川町田巾馬場　田中神社

31安曇川町長長尾　若宮神社

32　安♯川町南古賀　礫神社

33　新旭町餐庭　大国主神社
34新旭町針汀　日吉神社

35新旭町家井川町　人荒比舌神社

36新旭町案園　茶園神引
37　今津町梅原：弓削神社

38今津町北仰（きとげ）津野神社
39今津町浜分　八幡神社

40今津町弘川　行過大満宮

41今津町深酒水　日吉神社
42今津町保坂　山神社
43今津町途中谷　神社名不明

44マキノ町在原　日吉神村

45マキノ町七度〔（いしぼ）八幡神‡土

46マキノ町浦　大荒比古神社

47マキノ町海津　海津天神社

48マキノ田j下　津島神軒

49マキノ町新保　大瀧官

50　7考ノ町野U　日吉神社

51マキノ日」牧野　山神社

52　西浅井町岩熊（やのくま）矢倉神社

53　西浅井町観山〔はりやま）香取五神社

54西浅井町大浦　八幡神社
55西浅井町沓掛（くつかけ）八幡神引

56西浅井町黒山　稲荷神封

57　西浅井町小山　神社名不明
58西浅井町塩津1無　塩津神社
59　西浅井町庄　口舌神社

60両浅井町菅浦‘須賀神社

61西浅井叫八田部　五汁神什

62木フ本町杉野・横山神社

63木之本町音羽　神社名不明
64木之本町黒田（本郷）黒田神朴

65木之本町古橋　与志漏神社
66余呉町構墨　水上神社

67余呉町坂U　意波間神社
68余呉町坂口　菅山寺

6　余呉叫下丹生　丹偉神社

70余呉町新堂　大水別辞祉

52355783

52355791

52356713

52356733

52356786

52356797

52356765

52357771

5335D723

53360616

5335062′1

52357750

53350721

53357685

53357699

533507ノ1ノ1

53353322

52357021　　　〉く

52357050　　　〉く

52357031　　　×

5：三357745　　　　×

52：ほ7766　　　　×

52357768　　　×

52357754　　　　〉く

5235777汚　　　　×

52367024　　　　×

52367085　　　×

53360001　　　×
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53361141

53362101

53362271

53362240

53362117

53362200

53362187

533（）2172

53362138

53362168

53362165

リスとムササビ　　No21　Decemb「　2008

2007／5／24

2nO7／5ノ′24

2007／5／24

20D7／5／23

20〔汀／5／23

2007／5／23

2007ノ5／23

2007／5／30

2007ノ10／21

20【）7ノ10／21

2007／lD／21

2007／5／30

2007／lDノ21

2007／10／21

2007／10／21

20（17／1（1／21

20（17／‖り21

2007／5ノ23

2007／5／23

2007／5／23

20D7／6／16

2007／6／16

20〔）7／5／23

2007／6／16

2007／6／16

2007／10／27

2007／10／27

20D7／10／27

2007ノ10／27

2007／6ノ16

2nO7／10／27

2007ノ10／27

2007／10／27

20【）7／10／27

2007ハ0／27

2007／10／27

2007／lU／15

2007′′＝り27

2007／10．27

2007／10／27

2007／lU／15

20（17ハ札′15

2008／4／30

2〔）07′ユ0′／15

2DO7／10′15

2（川7／10－15

2007／10／15

2007／′10／15

20（）7ノ′10′15

20円7ノ／1仇15

2007ノ10／15

2007′／10／15

2007／1L〉／13

2（川7／10／15

2007′／10′／13

2007／10／15

2007／lU／15

2007／10′13

2007／10／15

2007／10／15

2007／10／15

2007／1（】／7

2007／10／7

2007／10／13

2007′10ノ7

2007′′10／7

20の7ノ10／13

2007／9／30

2007／10／7

2007／10／′1こi

痘
　
　
　
　
　
痕

爪
　
　
　
　
　
爪

糞
　
　
　
　
　
糞

×

○

×

×

×

×

∩

）

×

用
意糞

∧
0
0
×

穴
痘
　
　
痕
　
　
穴
痕

巣
爪
　
　
爪
　
　
巣
爪
糞

糞
糞
　
　
真
　
　
美
糞

0
0
×
×
0
×
×
0
0
0
×

醐
膵
臓

摘
卦
糞

×
○
×
0
0
×

1
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
　
　
　
　
　
　
一
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－



生息　　　年息の確認方法　　　　　地形　　　　　　日付
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2006′′7／6

2006／6／16
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2006／7／14
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2006／7／8
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2006／7／8

2006／7／8

2006／7／8

2〔〉06／7／B

2006．／7′／8

2【）06／7／8

2008／7／2

2008／7／2

2008／7／6

71余呉町骨並　′■、所神㌣

72余呉町奥州並　地先

73余呉町借坂　八幡神社
74余呉町橋本　丹生神社

75余呉町柳ヶ瀬　八幡神社

76浅井町大依　八幡神社

77横井町鍛冶屋　大賢神社
78横井町北ノ郷　岡高神社

79浅井町草野　卜許曽神判

別卜浅井町柿繰延（すまいにわ）春日神引

81浅井町高山　帯山神仕
82　浅井町谷口　二輪神封

83浅井叫竜安寺　神社名不明

84伊吹町占槻　吉野神計
85伊吹町甲賀　白山神社

86伊吹町甲津畑　天満神社
87伊吹町坂並　八坂神社
88伊吹町天満　梅香Ll」慈雲院

89伊吹町曲谷　白山神社

90高月町席上　式内走落神社
91高月町高野　高野神社

92　高月町夷柳野　売比多神社

93　高月町検Ill　横山神社

94湖北町延勝寺　飯開神社
95湖北町片山　ノ†山神軋

96湖北町上山田　和泉神社
97湖北町馬渡（もうたり）地主神社

98びわ町新居　新居神社
99びわ町香花寺　日吉神社

100びわ町八木浜　八木潟神社

101虎姫町大井　大井神社

102虎姫町中野　矢合神社

103虎姫町宮部　宮部神社
104長浜市垣寵町　天満神社

105長浜市加田町　八坂神社

106長浜市七条叫　足柄神社

1（）7長浜市常喜町‘熊　神下欄

108長浜市布施町　春日神社
109長浜市本庄町　芦柄神社

110長浜ホ宮司町　日枝神社

111山鹿町池下　三島神社

112　山東町長久寺　長旧神社

113　山東町本郷　久志神社

114　山東町北上　春日神社

115近江叫酉円寺　神社名不明

116近？工町能登湖　山津照神社

117米原町番場　直幸神社

118米原町朝妻筑摩　筑摩神社
119　米頗町朝妻筑摩　中嶋神社

120米原町枝折　八幡神社

121米原町上丹生　神明神社

122米原町醒ヶ井　八幡神社

123彦根市稲里町　栖本「神社

124彦根市男鬼（おうり）日枝神社

125彦根市小野町　八幡神社

126彦根市薩車町　菅原神社

127彦根ホ下稲葉町　稲葉神社
128彦根市八坂町　八幡神社

129彦根巾口臭町　唐崎神社

130　多賀町大君ヶ畑　白山神社
131多賀町小原　尊雄神社

多賀町萱原　音原神社
多賀町州側　大潮神計
多賀町河内　八幡神社
多賀町久徳　巾杵島姫神社
多賀町案相　調宮神社
多賀町佐目　十二相神社
多賀町佐日南後谷　八幡神社

多賀町杉　光明寺（跡）
40多賀町杉　地先（山林内の御神木）

53363118　　0

51う6う250　　⊂）

53363134　　0

52362178　　0

53362195　　　×

53361225　　0

53361246　　⊂）

53361216　　　△

53361275　　C）

53二川0：ほ7　　　　×

53361275　　　　×

53361263　　0

53361244　　　△

糞
糞

糞・巣穴
糞

糞・爪痕
糞

爪痕
糞・爪痕

糞

爪痕
53361248　　　×

5536125日　　　△　　　　　　　樹洞

53362219　　　△　　　　　　　掛澗

53361219　　△　　　　　　紺渦

5336（125g X

53361268　　　△　　　　　　　樹洞

53361260　　0　　　　糞・爪痕

533612紺　　○　　　糞・巣穴・爪痕

53361167　　　　×

5うう6117亡〉　　　×

53361116　　　　×

53361146　　　×

53361271　0　　　　糞・爪痕

53361119　　　〉く

5：！3601日9　　　　X

53361川8　　　×

53360187　　　×

53360291　　　×

53361211　　　×

5336n2～）2　　　）く

53360276　　　△

5こう3t）0224　　　×

53360265　　　×

53360235　　　×

53360215　　　×

53360245　　　△

5336（1253　　　　×

53360248　　　　×

53360313　　　　×

5336021日　　　　×

53360237　　　△

523672円4　　　×

52367296　　　×

52367265　　　　×

52367271　　　×

52367281　　　×

52．沌7：ほ8

52367258

52367：拍8

52366165

52367227

52367212

52366173

52沌6134

52367117

52は6川6　　　　×

52366249　　（⊃

52366226　　　△

523662n7　　0

52366225　　　△

52366298　　⊂）

52366274　　　　×

52366285　　0

52366247　　0

52366256　　0

52i66276　　⊂）

52366276　　⊂）

糞・巣穴・爪痕・剥皮
剥皮

剥皮
糞　巣穴　爪痕　剥皮

薫り爪痕

巣穴　爪痕　剥政・糞

糞・巣穴・爪痕
糞・爪痕
養・爪痕
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生息　　　生息の確認方法　　　　　地形　　　　　　日付

多賀町芹谷　橿原神社
多賀町多賀　多賀入社
多賀町桃源　日吉神社
多賀町敏澗寺　■切宮神周
多賀町保月　神社名不明
多賀町保月　地蔵堂峠
多賀町塞仙　谷神社
多賀町霊仙落合　落合神社
永源寺町池之脇　白鳥神社
永源寺町粕谷熊原　熊原神計
永源寺町高野　高野神社
永源寺町中　白鳥神社
永坂寺町蛭谷　筒井八幡神社

54永源寺町甲頭畑　地先（渋川　卜流）

55永源寺町羞尾　大瀧神周二
56永源寺町君ヶ畑　大皇蓋地租神社
57永漁寺町蓼畑　若宮神社

永源寺町政所　八幡神社
永源寺町箕川　八坂神汁
愛東町外　骨原神社
甲良町池寺　川王神社
甲良牒」金屋　金山神社
秦荘町蚊野外　御意神社
秦荘町松尾寺　金剛輸寺

湖鬼町池之庄　豊国神社
安土町責苦蘇　奥石神社
宅佃荘町伊野部　建都神社
五個荘町川並　綜神社
五個荘町七里：計薗神社
五個荘町山本　鮭船坤卍二

五価荘町‥1本　百々失神社

囁登JH四日目甫　宇佐ヰ社

能登川町北須田　五十余洲神利

近‡工八幡市白モ町　若宮神社
近rT八幡市島町百々神社

近i工八幡市島町　若宮神社
近江八幡巾多賀町　口牟礼八幡神社
近‡工八幡市真光寺町　諏訪神計
近江八幡市中之庄町大之御中主尊神社
近打八幡市東川町　宇賀神社
近i工八幡市南洋田町　津田天満宮
八日ホホ神田町　河桁御川辺神社
八R市市中羽田町　本八幡神社

八日市市林田町　飯閑神社

蒲生町合戸　八幡神社
蒲生町大森　廣出神社
蒲生町Jrl含　玉祐神勾二

蒲生町木材　柳官神社
蒲生町下麻生　高木神社
蒲生町外原　八幡神社
蒲倖粁1巾子大塚　八幡神社

日野町名原　竹田神利

日野町小野鬼重神社
日野町小野　天神社
日野町熊野　熊野神社
日野町　西明寺十二神社

日野町蔵王　金半神社
日野町三日1l′　八丁鐸神社

日野町下例月　日枝神社

日野町中之郡　長寸神社
日野町原大屋神社
日野町松尾　山王神社
日野町山本　八幡神社
土山町鮎河　三上六所神社
十山町大河原：　宵神不】

上山町蟹ヶ坂　田村神社

土山町黒滝　神社名不明
甲賀町神原　日吉神社

209　甲賀町鳥居野　大鳥神利

210　甲賀町議野寺　礫野寺

52366263

523662R6

52366253

52366289

52366288

52367217

5236721日

52364273

52364285

52364295

52364272

523（】52ノ19

52：164257

52364298

52365360

52こ164298

52365229

52365249

52365203

52366212

5236（】232

52365280

523652B2

52365159

52365153

52365156

5：∠365171

52365194

52365164

523651日5

5二∠tj6亡日111

523651f！2

52366008

52365097

52366006

52365（柑7

52365110

52365085

52365008

52365076

52365137

52364191

52365119

523641【〉3

52364144

52364184

52364183

52364145

52364162

52：沌4128

52364136

52364232

こ、＿■　叶1＿ご1

52：l椚296

52364225

52363294

山地　　　　　20DB／7／2

丘陵地　　　　2006／11／23

糞・爪痕　　　　　　山地　　　　2008／7／2
低ILj　　　　　2006／7／8

山地　　　　　2（106／7／2

糞・爪痕　　　　　　山地　　　　200指／7／2
葉・爪痕　　　　　　　　山地　　　　　2006／7／8

糞・落下巣材・爪痕　　【l】地　　　　2008／7／2
丘陵地　　　　2006／7／2

糞り爪痕
糞・爪痕

糞

糞・爪痕t巣穴

装・巣穴・爪痕・剥皮

糞・爪痕

52364116　　　　×

52：‡6：116日　　　　＞（

52364241　　　×

52364253　　　△

523641三相　　　　×

523641：摘　　　　×

52’！63247　　　　×

52：沌3267　　　△

52363214　　　　×

52363218　　　　×

52363116　　　　＞：

52362198　　　　×

52362260　　　　×

山地　　　　　2006／7／2

山地　　　　　2006／7／2

丘陵地　　　　2006ノ／7／2

山地　　　　　2006／7．／8

2008年4月

200t〉／7／6

20（】月／6／4

2006／7／8

2006／7／8

2006／7／8

2006／7′2

20（】6／7′／6

2006／7／8

2006／7／8

2006′／11／′23

2006／7／′8

2仙6／7ノ1（】

2006／7／16

200（〉／7／16

2006／7／16

2006／7／16

20∩6／7／】6

2006／7／′16

2006／7／16

2006ノ7／14

2006／6／30

2006／7／16

2006／6／30

2006／′7′／4

2006／7′／16

2007／5／′26

2006／6／′30

2006／′7／8

2006／7′／4

2nD6／7／8

2007／11ノ／23

2007／11／23

2007／11／23

2007／11／23

20【）7／11／23

2007／ノ5／26

2006／7／5

2006パ／4

2（川6／7′′2

2006パ／2

2006′／6／24

2006′／6／24

2DO6／6／24

2007／5／26

2006／11／12

2006／7．／8

20（沌／7／2

2（106／6／用

2006／7／5

2006ノ′6／24

2006／6′／24

20D6／6／24

2006／6／24

20〔〉6／8／22

20〔略ノ／8／22

2仙6／B／22
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×
○
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㈹
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州
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謂
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餌
餌
仙
仙
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伽
伽
伽
飢
低
・
。
伽
胴
伽
鞘
伽
珊
珊
開
脚
諾
潤
甜
鋤
冊
豊
川
川
鋤
鋤
鋤
脚
脚
諾
㈹
馴
㈹
鋤
諾



ヽD　　　　　　　　　　　場所 生息　　　年息の篠路方法　　　　　地形　　　　　　目付

甲南町他出　桧尾神社
甲南町市之瀬　大元神社
甲南町葛人：訂木神社
甲南町上磯尾　昌峯大明神
甲南町上席杉　油日神社
甲南町下機尾：岩附神社
甲南町下野川　日吉神社
甲南町機尾新田　九十鈴神社
甲南町森尻　矢川神社
甲南町深川　八坂神社
甲南町竜法師　メこ満宮

信楽町勅旨千田出　八幡神社
信楽町小川上出・天満宮＆愛宕神社
信楽町神山下出　神山神社
信楽町酉本郷　八宮八幡神社
信楽町畑　天満宮
信楽町巾野　二童子神社
信楽町有町北仙l　神社名不明
水口町秋葉　秋葉神引

230水口町牛飼　綿社神社

231水口町北内幾　正一佗川田神社

232水口町新城　八幡神引

233ノ水口町伴中山　二十JL神社

234水口町山　山村神社

235水口町中畑　日枝神封

叩西町正福寺　川田神社

甲西町岩根　岩瀬神社
甲西町岩根　敵船神社
甲西町岩根　国造神社
甲西町針　飯道神社
石部叫東寺　白I11神社

右部町酉幸　三聖神社
石部町凸寺　西教寺
石部叫東清水町　吉姫神社

栗東市蔵町八王子　八王子神社
栗東市山人　大野神社
竜王町綾戸　正一位　苗村神社
竜王町鵜川　大浦宮
竜王町規　範神社
竜王町小口　不動明王

竜王町七里石部神社
竜王町橋本　左右神社
中主町五条　兵主神社
中主町菖蒲　杜若神社
中主町西河原　比利田神社
中主町虫生（むしゆう）虫生神社

257　中土町吉川　尖放神‡土

258　中主町比江工　長澤神社
259守山市今寺央　樹下神引

守山山川田町　天神卍二

守山市小浜町　八幡神社
守山市杉江町　小津神社

守山市額賀町　額賀神社
守山市幸津川町　下新川神社
野洲町大篠原人証原神社
野洲町爵波甲　生和神社
野洲町小南　国主神社
野洲町高高：春日神社

草津市御倉町　子安神引
270草津市片帆町　印岐志呂神社

271草津市川原町　天神社
272　葦：津市志那中町　惣朴神利

273草津ホ新浜町　龍宮神社

274草津市馬場町　八幡神社
275草津市山田町　渡海神社

入澤直人石皆東町　貴船御霊神卍二

大津市大石富川町　春日神社
大津市大石富川町　神社名ノト明

大津市大石僻門勘　八幡神社
大津市田上七居町　神社名不明

10

52362176　　　　×

52362191　　△

52：l即日14　　　×

52362163　　　×

52362146　　　〉く

52：162172　　　×

52362165　　　×

52362181　　　〉く

52363113　　　X

52363123　　　　×

52362193　　　〉く

52‘用20t16　　　　×

52362012　　　〉く

5：∠362024　　　△

52362033　　　　×

52362050

523f〉2012

52363027

52363155

52363122

52363142

52363155

52363192

52363193

52363176

52．i64026

52364017

52364DO8

52364DO9

52363096

52363D75

52363084

52363084

52364005

52363093

52363081

52：16417n

52364089

52365006

52364【）68

52364088

52号640日9

52365031

5236505〔）

52365011

52365012

5：2355749

52364091

52355727

52364090

52355739

52354787

52354767

52355728

52364〔ほ5

52364092

52365024

52365014

52354714

52354766

52354736

52354755

5235．i794

52353779

52354724

523527Hn

52352786

52362021

52352773

52353734

丘陵地　　　　2006／8／22

樹洞　　　　　　　　山地　　　　2【）06ハ1／12

丘陵地　　　2006／11／12

丘陵地　　　　2006／11／12

丘陵地　　　　2006／冒／22

丘陵地　　　2006／11／12

丘陵地　　　　2006／8／22

山地　　　　2006／日／12

丘陵地　　　2006／11／12

丘陵地　　　　2006／11／12

丘陵地　　　　2006／11／12

山地　　　　2006／12／29

山地　　　　20（沌／12／29

‥l地　　　　20（帽／12／29

山地　　　　2006／12／29

山地　　　　　2DO7／10／4

山地　　　　2006／12／29

山地　　　　2006／12／29

丘陵地　　　　2006／11／12

丘陵地　　　2006／12／29

丘陵地　　　2006／11／12

丘陵地　　　　2006／11／12

丘陵地　　　　2007／1月

丘陵地　　　　2007／1／8

丘陵地　　　　2006／11／12

低目1　　　　2007／l／8

低山　　　　　2007／1／8

低山　　　　　2【〉07／1／8

低山　　　　　2007／1／8

山地　　　　　2【）07／1ノ／8

山地　　　　　2007／りR

山地　　　　　2007／1／8

山地　　　　　2007／1′／8

丘陵地　　　　2007／l／R

丘陵地　　　　2007／1／8

丘陵地　　　　2007／1′／8

平野　　　　2007／5／26

平野　　　　20〔帽′／7／′13

平野　　　　　2nl）7／′5／26

丘陵地　　　2006′／6／18

丘陵地　　　　2（川6／6／18

平野　　　　2007／5／26

平野　　　　2007／ノ5／26

平野　　　　2（107′′5／26

平野　　　　2007／′5′／26

平野　　　　　2〔〉07／5／26

平野　　　　2〔）07／5／25

平野　　　　　2〔106／7／13

平野　　　　　2〔〉07／5ノ26

平野　　　　　2007／5′／26

平野　　　　　2007／5／25

平野　　　　2007／5／′26

平野　　　　2007／5／26

平野　　　　　20（】7／5′／25

丘陵地　　　　2006／6／18

平野　　　　　2006／7／13

平野　　　　　2（）07／5／26

平野　　　　2007／5／26

平野　　　　　2007／5／26

平野　　　　2007／5／′26

平野　　　　2007／5／26

平野　　　　　20（）7ノ5／26

平野　　　　2007／5／26

丘陵地　　　　2007／1／8

平野　　　　　2007／5／26

山地　　　　　2007／7／8

山地　　　　　2007／7／8

山地　　　　　2007／7／R

山地　　　　　2007／7／8

丘陵地　　　　2007／7／8
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No　　　　　　　　　　　場所

281大津市田上稲漆町　上津神社

282　人淫雨田上枝町　天満宮

283大津市田上新免町　神宮神社
284大津市田上関津町　諏訪神社

285大津巾田上太7町　上津神社
286大津市南郷　御霊神社

宇治市／寮笠取　奥宮神社（県境）
大津市石山　石l‥寸

大津両国分　近津尾神社
大津市秋葉台　茶円山公園の神社
大津ホ池の翠　地先

大津市園域寺町　二井寺
大津市神宮町　近江神宮

294大津市六大（あのう）高大穂神社
295大津市衣川3丁目　衣川神汁

大津市山中町　北谷川流域（山林）
大津市滋賀里3丁目　倭（しどり）神社

大津市滋賀里31日　八幡神社
大津市坂本8T R　下野天満宮

大津市坂本本町　日吉大社
大津市雄琴lTR　耶波加荒魂神社
大法市其野　神田神社
大津市真野大野　＝河内神社
大津市葛川木戸口町　明神神村
大津市葛木坊村町　地主神社
大津市伊香立下在地町　八所神社
入澤巾伊香克途中町：霹来神社

爪痕

目視情報
目視情報

糞

目視情報・爪痕

糞

丘陵地　　　　2007／7／8

丘陵地　　　　2007ノ7／8

丘陵地　　　　2007ノ7／8

山地　　　　　2007／7／8

平野　　　　　2007′7／8

丘陵地　　　　2007／7川

山地　　　　　2007／7．／8

丘陵地　　　2007／10／24

丘陵地　　　　2n【）7／7／R

丘陵地　　　　2007′ノ7／′8

山地　　　　　2008／9月

山地　　　　2007／10／24

山地　　　　2007／10／27

山地　　　　2007／11／23

丘陵地　　　2007ノ5／24

山地　　　　　2006／8／31

山地　　　　2007／11／23

山地　　　　2（）n7ハ1／23

U地　　　　2007／11／23

山地　　　　　2007／春

丘陵地　　　　2007／11／23

丘陵地　　　　2007／5／30

平野　　　　　2007／5／24

rlr地　　　　　2007／5′30

山地　　　　　2（107パ／30

丘陵地　　　　2007／5／24

丘陵地　　　　2007′5／24

生息欄の○は生島△は生息の可能性があるもの。×は生息情報が得られなかったものを表す。

付表2．旧市町村の森林率とムササビ確認状況

人上林率　　天然林率　　　全森林率
（％）　　　　　（％〕　　　　　（％）

4gノ1　　　　　　689

455　　　　　　　902

396　　　　　　　753

128　　　　　　　21）5

354　　　　　　　709

394　　　　　　　802

708　　　　　　　899

320　　　　　　　580

403　　　　　　　695

98　　　　　　　117

日）1　　　　　　145

44（1　　　　　　780

279　　　　　　　521

164　　　　　　　243

304　　　　　　　820

621　　　　　　896

141　　　　　　318

06　　　　　　　　07

135　　　　　　　174

116　　　　　　　174

240　　　　　　　248

366　　　　　　　50J

20〔）　　　　　　　651

240　　　　　　　524

235　　　　　　　35　5

441　　　　　　800

277　　　　　　　476

273　　　　　　　　316

04　　　　　　　【）4

45　　　　　　　　48

352　　　　　　　634

朽木村
今津町
安曇川・新旭町
マキノ町

北部地域　西浅井町
余呉町
木之本・高月町
浅井町
びわ湖北・虎姫町
長浜ホ
伊吹町
近T・山東・米原町

東部地域　彦根市
多賀町
永源寺町
愛東・湖東・甲良・秦荘町
豊郷・愛知川町
安土・能帯川・五個荘町＆八日市市

近江八幡市
蒲生町
日野町

南部地域　土山・甲賀町
甲南町
水口町

信楽町

案東・甲西・石部町
野洲・竜王町
守山市・中土田J

草津ホ
大津市

森林率は平成15年度（2003年度）滋賀県統計書（滋賀県2005）による。

リスとムササピ　　No21　December　2008

11

X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
 
X
△
×
X
 
n
 
O
 
X
 
X
 
X
 
O
 
X
 
X
 
V
ハ
○
×
×
×
×
○
×
×

1

1

1

0

7

日

8

川

1

0

8

8

1

0

7

6

1

2

6

1

9

日

6

°

‖

7

7

1

2

7

日

7

7

1

1

川

1

2

7

3

6

。
。
2
8
。
U
。
口
。
慧
諾
㌔
。
D
D
禦
U
。
豊
川
。
1
・
。
。
。
。
。

。
肌
㍗
霊
7
。
・
。
1
2
・
5
椚
8
・
3
。
。
震
馴
㌍
禦
。
。
M
。
D
。
U
。
。
。
。



■特集　ムササビ

ムササどの3仔の出産例
First record of3young bornin alitter ofJもtawIstaleucogenYS

州道　武男・横濱　元巳
以eoぬ伊a劇J●cAZ●βノ娩）との〝J　拘A（）カ月劇∂

岸田（1927）はニッコウムササビ蕗ね〟rJβね

p〟〟qq e班yg月jAAo刀Jgの胎児の発達を初めて調

べた。胎児数については「二月乃至四月上旬に亘

り捕獲せる牝には多くの胎児を蔵す。一牝所蔵の

胎児は二頭の場合多く、又、往々にして三頭のこ

とあり。」と記している。胎児の形態を23級に分

類したので、相当数の妊娠メスを剖検したであろ

うが、3胎児がしばしば存在すると指摘している

（川道2008）。

立花（1957）は巣にいる子供の数から「産子数

は1－4仔と思われ、2仔が最も多い。これまで

調査した14例についてみると、2仔8例、1仔

4例、4仔2例となっており日日」とある。2仔

が多いことは、岸田（1927）と同様であるが、3

仔の例は含まれていない。立花（1957）の4仔の

1例について「樹洞に営巣した4仔は筆者が巣に

達するころ、全部滑空し去った（】成獣よりもむし

ろ大きくさえ感じられた。」。成獣と見まごう4頭

が巣から飛び出した観察例は、産子数が4仔であ

った証拠にはならない（4仔2例のもう一つの例

には言及していない）。

しかし、その後50年間に各地でムササどの幼

獣が多数保護されたが、3仔の例も4仔の例も知

られていない。我々はムササビが3仔を出産した

事実を、野外の巣箱内をCCDカメラで撮影して確

認したので報告する。

調査地と観察方法

国立赤城青少年交流の家（群馬県勢多郡富士見

村）の施設内で観察された。施設内のスズカケノ

キの高さ約5mの棒「上に1つの巣箱（床30cmX

30cm、高さ60cm、壁面に直径10cmの出入口1つ）

を設置した（2005年1月29日）。巣箱の天井（50cm

×50cm）に日夜撮影可能なCCDカメラ（コロナ電

業、カラー防水カメラTR－851WCP）を設置した（同

年2月15日設置）。カメラからケーブルをひき、

約80m離れた建物内で観察・録画できるように

した。CCDカメラは巣箱底部のほぼ全部を撮影範

囲に含め、日中はカラー画像で、日没後は内蔵の

赤外線投光器により白黒で撮影された。
3仔の出産があった2007年は、巣内の映像を

ひんぽんに見たが、録画は4月18　日～5月10

日の20夜、出巣前の夕刻6時から約6時間行っ

た。このうち、4月19日だけは4月20日昼まで

の約20時間の連続録画を行った。川道は、ⅥiS120

分のビデオテープ2本、4ギガのDVD18枚の録画

を精査した。この録画期間中、母親、2仔の新生

仔、それに前年生まれと思われる成獣サイズの娘
が観察巣箱に同居していた。録画された20夜の

うち4夜は、娘が同居しなかった。

観察結果
2005年5月の巣箱設置以降、2006年を含めて、

メス成獣が、同一個体かどうか不明であるが、観

察巣箱をひんぽんに使用していた。2007年3月

下旬頃、メス成獣が巣材を運び込んだので、出産

間近であることが推測された。

2007年4月9日の日中（14時頃）、母親が不在

の巣箱に新生仔3頭がいた。ひんぽんに同居して

いた若いメスは、このときはいなかった。スギの

樹皮を細かく裂いた巣材が一面に敷きつめられ、

その上に黒く見える3仔がいた。2仔は巣箱の入

口側にいて、巣箱の奥には少し離れて1仔がいた。

巣箱入口の2仔は動いていて、わずかに離れてお

り、体を接触させてはいなかったじ巣箱奥の1仔

は、背中を見せたうずくまった姿勢であり、動い

ていなかった。3仔とも毛が生えて体の大きさは

同じくらいであった。2時間後の16時頃、見回

りの職員1名により新生仔3頭を確認、母親と若

い個体は不在であった。

4月10日朝10時頃、職員2名が母親と2仔を

映像で確認した。残りの1仔は見えなかった。10

日19時頃、母親の外出後、巣箱には入口側に2

仔だけがいた。この2仔の性別は、録画の解像度
が悪いため、観察終了まで確認できなかった。

2007年8月6日に、観察巣箱から5m離れた

木に新しい巣箱を設置すると、同じ母親と2幼獣

が約1カ月後の9月上旬に引っ越してきた。新し

い巣箱を設置した理由は、古い巣箱に1仔の死骸

があった場合に腐敗が進むことを懸念し、新しい

巣箱へ母子を移動させるためであった。空になっ

た古い観察巣箱内の巣材の中を調べたが、消失し
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た新生仔1頭の死体はなかった。

黒と茶の体色で区別できた残り2仔の開眼は、

夜間に赤外線の照射に反射した目により確認さ

れた。黒い個体は5月5日に両日とも半眼の状態

であり、5月6日は両目とも完全に開眼していた。

茶色の個体は、5月5日、6日とも閉眼であった

が、5月10日に右目だけが開眼していた。2仔

の平均開眼日は5月8日であった。

考察
1）出生日の推定

動物園内で母乳で生育した幼獣は、生後36日

に開眼した（浜田2000）。本研究の2仔の平均開

眼日は5月8日であったから、その36日前であ

る4月2日頃に出生したと推測される。初めて3

仔を確認した4月9日は生後7日日頃と推定さ

れる。

2）1仔の死亡原因と消失理由

胎児を調査した岸田（1927）の論文から、3仔

を産む可能性が予測されていたものの、実際に3

仔が出産した事実は初記録である。ムササビは3
ペアの乳首をもつので、乳首数からは3仔を育て

ることが不可能ではない。

消失した1仔は他の2仔から離れており、4月

9日に3仔を初めて確認したときには既に動い

てはいなかった。生存を続けた2仔は動きまわっ

てはお互いに体を接触させていた。2仔から離れ

ていたということは、4月9日朝には既に死亡し

て冷たくなっていため同腹仔が接触しなかった

と思われる。

消失した新生仔は毛が生えていたことと体の

サイズは他の2仔と同じ程度であったから、死産

または出産後まもなく死亡したのではなく、出生

後の数日間、最長生後7日まで生存していたと考

えられる。

死亡原因として考えられるのは、母親が新生仔

がいるのに4月9日の日中に巣箱にいなかった

点である。4月18日～5月10日の録画した20

夜には、母親が必ず日中に巣箱に滞在していた。

出産後1週間以内に母親が巣箱に滞在しなかっ
たので、授乳の栄養補給と母親による体温保持の

2点が欠けたことが死亡原因になった可能性が

ある。

4月9日夕刻から4月10日朝までの間に1新

生仔が消失した。4月9日に巣箱奥で動いていな

かった新生仔を、母親が運び出したか、鳥獣が捕

食した可能性がある。捕食鳥獣が入口から巣箱内

部を見た場合に、巣箱奥の個体の方が見つけやす
い位置にある。

3）産子数について

現在、哺乳類の一般書として、「日本動物大百

科哺乳類1」り日通19舗）と「日本の哺乳類」

（阿部19朗）がある。前者は産子数を1～2子、

後者は立花（1957）に基づいて「春と秋に1～4

仔、通常2仔を産む」と記している。しかし、立

花の4仔の例は同居していた成長した4仔を産

子数としたもので、産子数とはみなせない。本報

告に基づいて、ムササどの産子数は「通常1ない

し2仔で、まれに3仔」とすべきである。

謝辞：国立赤城青少年交流の家は情報提供にご協

力いただきました。
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■特集　ムササピ

岸田久吉（1927）のムササビ胎児の論文
Embryos of PetawIstaleucGgeD＿作by H．Kishida（1927）

川道　武男
7bAe（プぬ闘Jc九′

岸田久吉（1888～1968）は、1927年に「ムサ　　（39：483～485）に発表した。岸田は胎児の発達

サどの飛膜の発達に就いて」を動物学雑誌　　段階を23級に分けたものを、3つの飛膜、腕前

14

膜（首と前足の間）、体側

膜（前足と後足の間）、腰

間膜（後足と尾の間）の

飛膜の発達に注目して5

期に大別した。

まず体側膜が出現し、

四肢が同じ大きさになる

と腕前膜が出現し、体側

膜は後足に達する。その

頃に腿間膜は畝状に現れ
る。腿間膜が庇状になる

頃に針状軟骨が出る。
2月～4月上旬に捕獲

されたメスの多くは胎児

をもち、胎児は「二頭の

場合多く、又、往々3頭
のことあり」。出産時には

大体、頭胴長95mm、尾

長75mmであるという。

注目すべきは、80年前に

描かれた詳細な胎児の図
である（図1）。但し、解

剖したメスの頭数、妊娠

率、胎児数の分布の記載

はない。

Lサナビ勤髄丁場ぬる8祉叩叩磁如貯毎で環髄AS｝1鮎の飛膜の凝逮　　図1・ムササどの飛膜の発

解　斬†圃・紡三凱陪イ阻嶽掛鰍兄牒膵雄．5mmJで訪うmm）　節見開　停渦潮胚ぐ等八紘物見
墨ぷ」且か鮫肌∴賢8月mln）　郡浮間　鯵四組匪（解尭鉄静党　ffおl乱恥血，Tやふmm憂
解封霹　顛脾イmH髄ふ冊町廿里か郡山背面、肇描凋∴剛級　痴瞞

蛎　AM冶研究班静狩　A肯虹門　A野鼠覇抵　A押後肢　AV耳　OD尾　訴人脆薗操
車Ⅰ．u氾I腺部乳筍　MJ射鞄邦乳喋　別芸F那膜　誠Tj研校　鶏Ip閥務乳聞　08肥
やし酔態　繋p腕骨彿開日用iづる軟骨KLで嫌弼膜も支持するもの　VG遅わ開Ⅲ
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■リス科動物情報

中国地方と九州地方のニホンリスとニホンモモンガの研究と課題
一日本哺乳類学会2008年度大会自由集会報告－

MSJ2008workshop on distribution and conservation of ScILLruSlls

and PteroDUW mOmOngain westernJapan，September2008

安田　雅俊・田中　浩
地方∂紬5五　指g〃ね　＆〟ro占めノ　乃月∂血

西日本の樹上性哺乳類のうち、ニホンリスとニ

ホンモモンガは多くの県で絶滅の淵にある。状況

は危機的であるにもかかわらず、これら2種につ
いて個体群保全のための有効な施策が行われて

いる県はほとんどない。この間題について議論を

深めるため、2008年9月13日、日本哺乳類学会

2008年度大会（山口大学）において、自由集会

「西日本のリスとモモンガの分布と保全に関す

る研究交流会」を企画し開催した。各地で独立に

行われてきたニホンリスとニホンモモンガの生

息調査の最新成果をもちより、生息調査の方法論
の確立と行政をまきこんだ今後の調査戦略を議

論するのが目的である。本稿では、世話人を務め

た我々2人から自由集会での議論の概要を報告

する。本自由集会で提供された話題と演者は以下
の通りで、参加者は約50名であった。

1．中国山地におけるニホンリスの分布（田村典

子，森林総研多摩）
2．山口県のニホンリスについて（田中浩，山口

博物館）
3．九州山地における巣箱によるニホンモモンガ

の生息調査（坂田拓司・田上弘隆・歌岡宏信・中

園敏之，熊本野生生物研究会）
4　ニホンモモンガの環境選択性について：丹沢

山地における巣箱調査から（鈴木圭・安藤元一，

東京農大）

まず安田が趣旨説明と西日本のニホンリスと
ニホンモモンガの現状について情報提供を行っ

た。ニホンリスは、2007年改訂の環境省のレッ

ドリストで、中国地方と九州地方の個体群がそれ

ぞれ絶滅のおそれのある地域個体群とされてい

る。また、西中国地方以西の県別のレッドリスト

では、広島県で絶滅、山口県で絶滅危惧IA類、

島根県と鹿児島県で情報不足とされている。九州

地方のニホンリスについては、過去の狩猟関係資

料に捕獲や毛皮取引の記録はあるものの確実な

生息記録がないことがすでに明らかにされてお

り（安田2006，2007，2008a）、最近の生息調査

の動向について前日に口頭発表が行われた（安田

2008b）。そこで今回の自由集会では西中国山地の

ニホンリス個体群（図1）に注目して議論を行っ

た。
一方、ニホンモモンガは、佐賀県、長崎県、鹿

児島県を除く西中国地方以西の全県で県別のレ

ッドリストに掲載されている。そのうち最もラン

クが高いのは熊本県と宮崎県で、絶滅危惧IB類

とされている。両県からは最近、数十年ぶりに生

息が確認され、その後の約2年間に各地から生息

確認の報告が寄せられているが（坂田ほか2009；

安田2009；図2）、面的な分布の状況は依然不明

である。九州では、ニホンモモンガの生息地とな

る高標高の天然林が顕著に分断されているため、

現存するニホンモモンガ個体群の分布は局所的

で、生息密度は低いと予想される。そこで今回の

自由集会では九州地方のニホンモモンガ個体群

に注目して議論を行った。

図1山口県における、ほぼ最後の記録とされるニ
ホンリスの標本（山口県竜山口博物館所蔵）。
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図2熊本県美里町（雁俣山）に設置した巣箱で、2008年11月26日に確認されたニホンモモンガ（森林

総合研究所九州支所提供）　標高は約1，200m

はじめに、田村典子は「中国山地におけるニホ

ンリスの分布調査について」と題し、昨年『哺乳

類科学』に掲載された広域調査（田村ほか2007a）

の方法論と成果の詳細を報告した。調査方法は主

に林床におけるマツ類の球果の食痕（地上食痕）
の探索で、調査林分当たり一定の調査努力をかけ、

その林分の生息の有無を判定した。この調査によ

り、西中国地方（島根県、広島県、山口県）のニ

ホンリスの広域的な分布が明らかにされた。そし

て、マツ類球異の地上食痕の発見率は東高西低の
パターンを示すこと、痕跡の地理的分布に空白地

帯が認められることから、酉中国地方のニホンリ

ス個体群の分断化を指摘した。また、材線虫病被

害によるアカマツ林の衰退がこの地域のニホン

リスの個体群に与えた負の影響についても考察

した（田村ほか2007b，2008）。

次に、田中は「山口県のニホンリスについて」

と題し、最近スタートした「西中国山地のニホン

リス・ニホンモモンガ・ヤマネの生息状況把握の

ためのモニタリング調査」について報告した。田

16

中が所属する山口県立山口博物館には、山口県で

ほぼ最後のものとされるニホンリスの標本が所

蔵されている（図1）。これは、1970年代後半に

玖珂郡錦町（現岩国市錦町）の山林で林業関係者

が作業中に死体を発見し、それを博物館が譲り受

けたものである。山口県には、島根県、広島県の

県境付近にのみ標高1，000mを超える山々（西中

国山地の西端）があり、膚帯の天然林が樹上性哺

乳類の主要な生息地となっている。先述のニホン

リスの採集地もこの付近である。聞き取り調査に

ょっても、木谷峡（現岩国市錦町広瀬）では1980

年頃までニホンリスが目撃されていたことが分

かっている（安田未発表）。田中は山口県東部の

山林において、目下、自動撮影カメラと餌台を用
いた樹上性哺乳類の調査を行っていること、調査

方法についてはさらなる工夫が必要であること

を報告した（本調査の一部は地球環境基金助成金

による）。

第三に、坂田拓司らは「九州山地における巣箱
によるニホンモモンガの生息調査」と題し、熊本
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県のレッドデータブック補完調査として委託を

受けた巣箱調査の方法論と成果について、調査時
のビデオ映像を交えて報告した○熊本県八代市と

山都町の森林内の樹上2～3mに設置した多数の

巣箱をほぼ毎月見回ることで、2005年秋の設置

以降、ニホンモモンガを2例確認した（坂田ほか

2009）。ほかに、ムササビ、ヤマネ、ヒメネズミ

の巣箱利用も確認したDこれらの宿泊率は次の本

州の事例（鈴木ほか2008）の1／4程度しかなか

った。さらに、動物による巣箱の利用には経時変

化があること、調査量の大きさを考慮すると約

10m間隔で1地域あたり60～100個の巣箱の設置

が適当であろうと指摘した。

第四に、鈴木圭と安藤元一は「ニホンモモンガ

の環境選択性について：丹沢山地における巣箱調

査から」と題し、本州の事例について報告した（鈴

木ほか2008）。調査地（神奈川県北西部）は比較

的ニホンモモンガの生息密度が高い森林であり、

樹上性哺乳類の生息密度が低い西日本の結果と

比較できた。

最後に、質疑応答と、方法論と今後の戦略につ
いての議論を行った。今後の調査研究の目標は、

対象種の地理的分布とおよその生息密度の把握、

基礎生態の解明、保全策の軽案である0そのため

には調査法の確立が急務であるが、生息密度が低

い地域で有効な調査法となると、さらなる工夫が

必要であろう。痕跡調査や巣箱調査に自動撮影カ

メラを組み合わせる方法は、調査量を効率的に増

やすことができ、再現性が高いことから、今後検

討する価値があると考えられた0しかし、実際の

調査をはじめる前に、広いエリアのどこを調査地

に選ぶべきかという大きな問題がある0調査地を

絞り込む段階では地元のマスコミを活用した目

撃情報の収集が有効と思われる（安田2008b）D

さらに、今回の自由集会では、各研究グループ

の調査研究の予算や行政との連携についても情

報提供をお掛、した0予算はどの研究グループも

潤沢ではない。今後、積極的に助成金等の活動資

金を獲得すべきであろう。また、熊本県の事例を

除くと行政との直接的な連携は乏しかった0現在、

西日本各地で行われているニホンリスやニホン

モモンガの生息調査の最終ゴールは残された個

体群の保全である。その実現のためには、研究者

と行政の間の緊密な連携が必要である0行政や一一

般市民からみれば、ニホンリスやニホンモモンガ

は多くの絶滅危倶種のうちの1種でしかない0行

政におけるこれらの種の保全の優先度を上げる

ためには、不断の普及啓発により一般市民へ活動
の輪を広げていくことが肝要と思われる0

引用文献
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■外来リス情報

狭山丘陵でキタリスと考えられるリスの目撃
IntroducedScIwusvulgarlsatSayamaHi11sinTokyo

岡崎　弘幸
仇小一．川山川J∴止／

矢野剛仁氏から外来リス情報が寄せられた0狭

山丘陵内の谷戸の歩道を歩いていたところ、2008

年5月22日11：07に遭遇し、11・30まで観察し

たという諸所は東京都武蔵村山市殿ヶ谷付近で、
この個体は樹上で樹皮のようなものを食してい

た。矢野氏が撮影された写真から、キタリスであ

写真1キクリスと思われる個体

矢野氏はリス・ムササ
ピ　ネットワークのHP

にある外来リス類の野生

化情報募集を見て、情報

提供していただいた0

矢野氏がリスと遭遇し

た地点は、狭山丘陵の南

西部である（図1●印）0

この場所は、1996年～

1999年のリス類目撃地

点（繁田ほか2000）とほ

ぼ重なる。1998年7月22

日、同9月9日に、キタ

図1▲印）から、今回の目撃地点まで900m及び

1400mしか離れていない0轢死体のミトコンドリ

ァDNAのチトクロムb遺伝子の部分塩基配列

（1040塩基対）を調べ、キタリスと同定されて

いる（繁田ほか2000）0

狭山丘陵は、東西約11km、南北約4km、面積約

3500haで、狭山湖と多脚の貯水池の水源酒養

林として保護されている（図1）Dそのため、立

ち入ることのできない部分も多く、それゆえ自然

が多く残っている。丘陵の大部分はコナラ中心の

二次林であるが、スギ、ヒノキ林も多い0また、

乾燥した立地ではコナラーアカマツ林となって

1986年～1999年までに狭山丘陵のリス類の目

撃情報は50件あるが・1993年頃からリスが目に

っくようになり、1996年以降目撃件数は増加し

ている（繁田ほか2000）02000年6月～12月、

中澤は001）は狭山丘陵におけるり媚の分布を

調べたが、食痕、巣ともに丘陵南西部に多かった0

1998年には丘陵中央部南側の東京都東大和か

八幡神社や、丘陵東部の埼玉県所沢市八国山緑地

でも目撃されており、分布が飛び地化している

（繁田ほか20帆八国山緑地でも、2005年7

月17日に長谷川（2005）がキタリスと思われる

個体を目撃している0このようにキタリス、また

●キタリスと患われるり絹撃地点

▲キ鰯礪離濾即断酎榔

リスの轢死体が確認され

た地点（東京都西多摩那　図1・狭山丘陵のキタリス目撃地点

瑞穂町大字高根の道路上、

リスとムササビ　No・21D郎mbe「2〔幻8
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はキタリスの可能性が高い個体は、狭山丘陵の南

西部と東部から報告されている0狭山丘陵は一部

森林が分断されている地域もあるが、南西部では

連続して存在するため、キタリスが南西部を中心

に分布を拡大している可能性は十分考えられる0

キタリスは丘陵全体に分布域を広げつつあるの

か、南西部と東部で別々に分布を拡大しつつある

のかは、現時点では不明であるD

キタリスは、ニホンリスと遺伝的には近縁とさ

れるため、捻性雑種の形成が予測される。ニホン

リスとの生息空間を巡る競合も懸念される。狭山

丘陵にニホンリスが生息しているのか現時点で

不明であるが、生息の有無を早急に行う必要があ

る。目撃だけでは両種の識別が難しいという点は

ぁるが、外来種の分布拡大を防ぐためには、根絶

熊本県でタイワンリスが繁殖か
熊本西高校生物教諭の天野守哉氏より、タ

ィヮンリスの交通事故死体を得たとの情

報が寄せられた。2008年3月より熊本県

宇城市三角町波多浦にリスが目撃され、5

月、8月に目撃できた011月7日に轢死

体を拾得した。地元の人の話では子供の個

体もいるとのことで、繁殖が考えられる0

（リス・ムササビネットワーク事務局）

に向けてあらゆる手段を尽くして早急に着手し

なければ手遅れになる。

引用文献

長谷川勝．2005・狭山丘陵でキタリスと思われる

リスを目撃．リスとムササビNo・17：15・

中澤美札2001．狭山丘陵におけるリス類の分布

について．リスとムササビNo・9－12‾14・

繁田真由美・押田龍夫・岡崎弘幸・2000・狭山丘

陵で発見されたキタリスについて・リスとムサ

サビN（1．7：6－9．

●　岡崎弘幸　都立武蔵高校

ほⅩEm引　仰和∴匝EW

写真2008年11月7日に発見された死体（提供一熊本県立

熊本西高校生物部）

THEFtFTHINTERNA¶ONAL

COLLOQUIUMONARBOREAL
SQUIRRELS

Juty31toAugust4・2009

ThompsOnR■VerSUniversity

KamIoops，BritishCo山mbia・Canada

カナダ・リス国際会商のお邦blr

2009年7月31日から8月4日までカナ

ダ、カムループス（Kamloops）においてリス

国際会議が開催されます0樹上性リス類と滑

空性リス類を対象とした国際会議です0

ヵムルーブスはバンクーバーから内陸へ約

350km。交通手段は国内便（バンクーバ‾

から約1時間）かグレイハウンドのバス（バ

ンクーバーから約5時間）です。車の場合は

ヵナダハイウェイを利用するとバンクーバ
ーから約3．5時間程度です。

開催期間は航空券がとりにくい時期ですの
で、早めの予約が必要です0宿泊は会議場の

ThompsonRiversUniversltyの学生寮が使

ぇ（会議事務局に要申し込み）、会議参加に

便利です。
HP：h比p：〟WW・tmCd叫ulⅣel
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尋 事務局から

■事務局からの重要なお知らせ
「リスとムササビ」21号をお届け

します。同封の振替用紙には、各

会員の会費納入実績が記入されて

います。滞納額が3000円を超えま

すと会報の送付が停止されますの

でご注意ください。振替用紙にメ
ールアドレスも記入してください0

■原稿、イラスト、表紙写其募集！

次号22号はニホンモモンガ特集
です。2月末日の締め切りで、モ

モンガなどの原稿をふるって投稿

してください。

学術論文、分布、目撃情報、リス

科動物情報等のリス情報や、イラ

ストなど、内容は自由です。

学術論文の書式は既刊号に合わせ

てください。学術論文の場合は「で

－一＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝－－－

リスとムササピ
タα乙卿か〃仔り虎肱4mⅣ

ぁる」調でお願いします0観察記

録などの文体は自由です。投稿原

稿は恥rdなどで作成したファイ

ルをElnallに添付して事務局ま

でお送り下さい。掲載された方に

は掲載号を数部お送りしますけ

へ投稿・講演会などの情報があり

ましたら、事務局まで連絡掛、ま

す。担当は大久保未来さんです0

■入会案内

年会費（会計年度は1月から12

月）は1，000円です0入会された

方には会報を年2回（不定期）送

付いたします。

入会方法は、葉書、FAX・E‾mall

にて必要事項等（氏名、住所、電

話番号、所属、メールアドレス、

興味のある種類、分野など）を事

務局まで御連絡くださいU同時に

郵便振替で年会費をお振り込みく

ださい。振り込み先は、

郵便振替口座番号00240‾5‾29219

加入者名リス・ムササビネット

ワーク

胸．gJ
伽β朗か′，畑

●発行リス・ムササビネットワーク

●蹄集委員　安藤元一岡崎弘幸川道武男

川道美枝子　木村善幸　鳥居春己

馬場稔　柳jll久

●編集・発送　川道美枝子　川道武男

●HP担当　大久保未来

■郵便振替口座番号　00240－5－29219

加入者名リス・ムササビネットワーク

■リス・ムササビネットワークHP　型辿堕し皿

■リス・ムササビネットワーク事務局

住所　〒605－0981京都市東山区本町17丁目354

川道美枝子・川道武男

TEL＆FAX O75－551－3936

⑬2008JapanNetwork of
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■会費の振り込み・連絡先の変更

住所・メールアドレスに変更等が

ぁりましたら、事務局までお知ら

せください。

会費を滞納される方が少なからず

います。3年分の会費滞納の方に

は会報の送付を停止します0

■「リスとムササビ」のバックナ

ンバー希望の方は、事務局へ申し

込んでください。各号の目次はH

pに掲載されています01～3号

はHPからダウンロードできます0

本号の表紙写真

ハイイロリス
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ヵナダ・バンクーバーのスタンレ
ー公園に人為的に導入された黒化

型のハイイロリス。9月・マロニ

ェの種子を食べていた0灰色型と

異化型は同所的に生息する0
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【ヰ集後記］

★ムササビ特集号として・千々岩さんから滋賀県全域で

のムササビ分布について寄稿頂きましたDこのような地

道な情報が各府県からどんどん発信されることが、日本

全体のムササどの位置づけにもつながるでしょうD

★純な文献が埋もれています0今回はムササビ特集の

中で岸田久苗氏の論文の一部を紹介しました0著作権の

問題がクリアできる場合、編集部の方からご紹介してゆ

きますが、会員の皆様も「これは」という論文がありま

★　●－．∴二一二一‥“呈一一上：ご了∴

なりました。HPへのアクセスも2万件を超えました0

本誌「リスとムササビ」とHPが情報交換の場として役

立つよう、一層工夫したいと息っていますD

★会報の他に、「リムネ通胤として会員の皆様にメール

情報も不定期にお送。しています0まだ1割程度の会員

のメールアドレスが抜けていますq年会費振込の際に振

替用紙に記入するか、メールで連絡してくださいp
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